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ポケット資料集 利用者 各位 

ポケット資料集 製作委員会 

長尾典明 

ポケット資料集＜2024年版＞のご案内  

 

 いつもポケット資料集をご活用いただきありがとうございます。 

 ポケット資料集（2024年）の予約についてご案内させていただきます。 

 

＜予約を開始する本＞ 

以下の本について今回予約注文を開始いたします。 

なお、みなさまからのご要望に応え、今回の版も電子版（Web版＆アプリ版）を添付させていただきますので、現場で

広くご活用ください。 

冊子の種類 ポケット版の発刊 デスク版の発刊 
電子版（Web版＆

アプリ版）の添付 

2024年 臨床検査版 〇 － あり 

 

＜注文期間＞ 

2024年10月15日（火）～2024年10月30日（水）17時まで 

 

＜注文方法＞ 

ポケット資料集オンラインストア（https://pocketshop.pkl.co.jp/）の予約商品ページよりお申し込みください。 

予約商品ページはこちら ↓ 

https://pocketshop.pkl.co.jp/shopdetail/000000000042 

 

＜最低注文数＊と発送料金＞  

10冊以上 ・送料・手数料：無料 

1-9冊 ・送料・手数料＝ 1,500円（税別） 

  ＊：今回1冊より注文を受け付け致します。 

 

＜改訂内容等＞ 

・今回予約できる本における改訂内容等は、本文書のP3を参照下さい。 

https://pocketshop.pkl.co.jp/
https://pocketshop.pkl.co.jp/shopdetail/000000000042
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①本の入手までの手順 

(1)予約注文： 

 ・ポケット資料集オンラインストア（https://pocketshop.pkl.co.jp/）よりお申し込みください。 

 ・余剰本の発生を避け、安価にご提供差し上げるため基本的に予約販売のみとなります。 

（余剰は若干しか製作しておりません。増刷も基本的に実施しておりません） 

(2)本の単価：申し込み締め切り後、単価を算出してご連絡予定 

・電子版は本の付録になりますので別料金は不要です。 

・各版の単価は、予約注文の締め切り後、各版の製作コストをもとに注文部数等で調整して算出するため製作部数

により上下することをご了承下さい（注文数が多い本は割安となっています）。 

(3)納品時期：2024年 12月頃を予定 

・具体的な納品時期は、後日㈱パルクールランドより個別に連絡差しあげます。 

 

②本の入手後の手順 

(1)お支払い 

・ポケット資料集オンラインストアにて決済方法をご選択ください。（クレジット・銀行振込）※銀行振り込み手数料は

お客様負担でお願い致します。 

請求書後払いについては、現在取扱に向けて調整しております。採用できましたら別途ご案内させていただきますが、

内容としましては商品発送後翌月の4日にご請求書をPDFにて送付、当月内にお振込みにてお願いします。(システム

上、お客様の支払いサイトでの対応は致しかねますのでご了承ください。) 

(2)アンケート 

・購入代表者の方に、本の内容に関する電子アンケートを後日送付させていただきますので、ポケット資料集を配付さ

れる方に御転送の上、回答にご協力下さい。皆様の意見等を反映し、次年度に、より使いやすい資料集としたいと思い

ます。 

 

＜各種お問い合わせ先＞ 

 ・本の購入に関するすべての事項は、オンラインストア内にございますお問い合わせ窓口にメールでお問い合わせ下さい。 

（製作委員会は無償ボランティアで各原稿の作成作業までを行い、本の製作・発送、金銭の授受、注文者名簿の管

理等には関与しておりません） 

「パルクールランド ポケット資料集オンラインストア お問い合わせ窓口」 （https://pocketshop.pkl.co.jp/） 

 

では、今後ともポケット資料集をご愛用いただき、本資料集が皆様のより良き業務の推進に寄与するこ

とを製作メンバー一同、祈願いたします。 

https://pocketshop.pkl.co.jp/
https://pocketshop.pkl.co.jp/
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別紙１ 

 

ポケット資料集（2024）の改訂/新刊内容 

（原稿作成中の内容です。今後変更の可能性もあります） 
 

＜臨床検査＞版 

 改訂概要 

製作サイズ ポケット版 

電子版の添付 あり（Web版＆アプリ版） 

改訂予定の頁数 およそ 400ページ 

全体の予想頁数 およそ 700ページ 

改訂予定の 

項目＆内容等 

・「基礎的検査項目」の出典元が株式会社 LSI メディエンス様から株式会

社エスアールエル（SRL）様に替わり、検査項目が約 700に増えると共

に、その内容も変わりました。 

・「①治験、臨床研究における臨床検査値の用い方」が来年の ICH E6(R3)

（GCP リノベーション）の発出を控え、小宮山 靖様が全面的に書き直

してくださいました。 

・「④日常検査から病態を読み解く」は、日本の病態解析をリードされて

きた天理よろづ相談所病院 臨床検査部 松尾収二先生が、この本のため

に書き下ろしてくださいました。 

・「⑦脂質検査」は東京慈恵会医科大学附属柏病院 病院長 吉田 博先生

が最新情報を加えてくださると共に、最後に「動脈硬化対策で見当はず

れの対策をしていませんか？」を加えてくださいました。 

・「⑨『糖尿病』の病態と検査」は、公立高畠病院 内科 五十嵐雅彦先生

が最新の情報を加え、ページも増加してくださいました。 

・株式会社オフィスセイフティー 代表取締役社長 医師 酒井 徹先生が、

多くの章を監修してくださり、最新情報を加えてくださいました。 

 

 

 


